
 

 

（別紙様式１） 

平成２５度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       岐阜市立岐阜東幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１１月１７日（日） 

実 施 概 要 
 

・保護者と共に豚汁を作る 
 幼稚園の畑で収穫した大根・サツマイモを使って、保護者（父親）と園
児が一緒に材料を切って、給食調理員が料理し、食した。 

・大洞幼稚園の保護者も交え、人形劇『一寸法師』『ワワワわっしょい』
を家族と共に観劇した。 

 
実 施 内 容 

 

 
学習・取組の分野 
 ☑自然   □歴史   ☑文化   □産業   □その他  
 
公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

保 護 者              ８２人            
      計   １２３人                

地域関係者         ４１人 

 
実 施 状 況 

 

 
〔9:00～10:00〕 
・父親と登園する。 
・包丁の使い方を教師や父親に教えてもらいながら大根・さつまいもネ

ギ・ニンジンなどの材料を切る 
・切った材料に加え、給食室で切ったあげ・豚肉を、園庭に設置した、
はそりの中に入れて、調理員が中心となって、豚汁を作る。 

〔10:00～11:00〕 
・母親や家族・大洞幼稚園保護者等が登園し、一緒に観劇をする 

〔11:00～12:30〕 
・作った豚汁をみんなで食べる 
・はそりやくど・テントの片付けも父親が手伝って行う。 

 
成果及び課題 

 

 
〔保護者の感想〕 
・３歳の子どもでも、父親と一緒に包丁を使うことに喜びを感じて、自分

なりに注意し、切っていけたことに育ちを感じた。 
・自分で収穫したものを調理したので、嫌いなものも食べていた。家族や

友達と一緒に食べるという雰囲気も良かったです。 
・今後も家族で野菜を作り、それを使うというつながりにある活動を大切

にしてほしい。 
・子どもの家では見られない幼稚園での姿を見て、成長を感じた。 
・観劇はとても面白く前のめりになって喜んでいました。豚汁もおかわり

をいっぱいして、家族で食べられてとても幸せな時間を過ごしました。 
〔成果〕 
・父親がこの活動を通して、わが子の成長を感じるとともに、他の子の幼

児と触れ合うことで同年齢の幼児の姿について関心がもてた。 
・幼稚園で食物を育て、それを収穫して食べるというつながりのある活動

を通して、保護者が食育の意義を再確認できた。 
〔課題〕 
・地域の方の農園をお借りしての行事を広くアピールし更に地域との関わ

りを深めていきたい。 
・父親の調理参加人数は２８人だった。昨年より5名減少した。隔月の第
三週に『お父さんと遊ぶ週』を実施しているが、それも合わせて、参加
人数が増加していくよう働き掛けたい。子育ては母親だけでなく父親も
参加することで、家族の絆が深まり、よりよい子どもに育っていくこと
を知らせ、子育てに父親が積極的に参加する意識を高めたい。 

 
  


